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平成27年1月23日(金)に名古屋大学にて｢開智学校のウチとソト｣をテーマに研究交流会が開催され､

斉藤金司教育委兵長が学都松本の歴史や取り組みについて研究報告をしました｡ (#椎は3ページ)
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松本の春､見つけた2015　月遅れのひな祭り展
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新春金高展｢郷土の生んだ彫刻家　太田南海｣開催親書
～太田南海研究-の期待～

1　はじめに

松本市立博物館では､平成27年1月3日(土)

から2月15日(日)まで､標記の企画展を開催し､

今まであまり知られていなかった太田南海の作品や

関係資料を多く紹介することができました｡本枕で

は､本展の開催とそれに伴う調査によって得られた

成果について紹介します｡

2　太田南海の評価

明治21年(1888)中町に生まれた太田南海は､

彫刻家として有名です｡特に､木彫の分野に優れ､

出品･受賞歴が多く､昭和16年(1941)には､文

部省美術展覧会に事前の選考なしで出品できる｢無

鑑査｣の資格を得ました｡南海は､近代日本にお

いてトップクラスの木彫家であったと言えるでしょ

う｡本展では､その魅力を大いに紹介することが

できました｡また､会期中に多くの皆様のご厚意に

より､たくさんの作品情報を得ることができました｡

そして､同時に再認識されたのは､木彫のみをもっ

て太田南海という人物を評価すべきでないというこ

とです｡その創作活動は､絵画､陶芸､俳句､建

造物の設計など多岐にわたります｡こうした南海の

仕事がどれもすぼらしいものであることは､先行す

る文献で過去に触れられており､本社において詳

述を尽くすことはできません｡

3　松本美術会と清和会

本展の主たる成果のうち特筆すべきは､太田南海

の活動に付帯した文字資料が多く残されていて､な

かには､松本平における近代美術の費明を考察する

ときに､重要な資料群となりうるものが含まれてい

るということです｡それらの資料群の中から､本展

において見出すことができたのは､｢松本美術会｣と

｢清和会｣という2つの結社の動きの一端ですム

大正8年(1919)に発足した松本美術会について

は､平成19年(2007)に松本市美術館で開催され

た展覧会『松本平の近代美術-美術館を夢見た作

家たち-』において､この地域における絵画､彫刻､

工芸を稔合した結社の費明であることが指摘されて

います｡ここでは､同会が市内各所で展覧会を開催

するなど､活動は昭和10年代まで続いたと紹介され

ました.しかし､今回の調査では､ここから一歩踏

み込んで､同会に市内外から著名な画家や実業家な

ど92名が名を連ねていたこと､発足から昭和14年

(1939)までの間に少なくとも25回の展覧会を主催･

運営していたことがわかりました｡また､大正12年

に会員の懇談会と推察される｢夏の会｣が｢おぼけ

の湯｣で開催され､買い集めてきた｢酒食｣が十分

でなく､ ｢百瀬正堂氏｣ (第3代松本市長･百瀬渡､

当時は県議)を煩わせたとの記載があり､松本美

術会が芸術家のみで構成されていたのではなく､政

界人の関与も積極的であったという側面も知ること

ができました｡このほか昭和23年の記載と推察さ

れる記録には､ ｢松本美術会再興｣について｢太田

氏ヲ中心トシテ輿ス｣とあり､昭和10年代をもって

終幕したと推測されていた活動が､戦後再興された

可能性も見えてきました｡以上のように､太田南海

関係資料によって松本美術会の活動年代や活動内

容などを検証することができるようになったので+.

加えて見逃せないのが清和会という南海の支援

者が中心となって立ち上げたサロンについてです｡

この存在は､南海の令息･太田滋氏の共著『彫刻

家　太田南海　豊かな才能に彩られた人生』で明

らかにされていますが､本展では､その記録の一

部をご紹介しました｡この会の主体は､本町の実

業家を中心とする南海の支援者達であって､彼ら

が南海を囲んで集まりをもったことが推察されます｡

興味深いのは､この会が単なる懇親のみでなく

芸術に対する深い議論の場であったということで

す｡昭和25年(1950)の第1回の概要は､西郷孤

月の作品を松本市が｢衆集高評スベシ｣との議論

がなされたことが記載されています｡明治時代に活

躍した松本出身の高名な画家の作品を松本市が一

丸となって保存し､宣伝すべきことを彼らは志向し

ていたのでしょう｡同様に各回の記録からは､作品､

作家などについてメンバーが盛んに討論していたこ

とがわかりました｡このほか､清和会のメンバーは､

連れ立って旅行もしていました｡南海の風景素描と

松本夫節会l大正∧年以降　会員名簿　会則　年次紀要J
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そこにある記範から､昭和28年には石Lll寺(滋ilFl'

県)に赴いたことがわかります｡美術論に留まらず

南海の創作自体にも､この会が影甲を与えた可能

性が推察されますo

以上のように､南海の関わった2つの結社につい

て触れましたが､こうした結社が展覧会などの活動

により芸術を救街し､各種の試論によって南海をと

りまく文化界の内実を探遠にし､大止中期から戦後

にかけて､この地域の芸術･文化水準を底上げした

ことは､間違いありませんo　言いjJ-を変えれば､太

凹南海という人物は､松本平の芸術･文化にある種

の胎動をもたらしていたと定義することもできます｡

4　おわりに～太田南海研究への期待一

大m南海の足跡は､その才能が多彩であったこ

とを袈付けるかのように多面的であり､今後検証す

べき課題は多分にあります｡例えば､ l削削ま古物

に関心を持ち蒐集していましたが､蒐鮭家としての

兎虻品r孔雀文鷲J

側面は､本展において節介することができませんで

した｡また､述べてきた事柄についても､考察は

十分でありません｡

近代の松本地方における芸術･文化の営みを､

なお明らかにするために､太凹南海という存在は避

けて通れない一隅となるでしょう｡今後､ rrf域にお

いて太田南海と関連や料の研究が一層開通となる

ことを期待します｡

(松本llJ';I'.博物鮒/i:芸u / L'T'.:lW'j仲)

重文旧開智学校TeI.0263-32-5 72 5

重要文化財馬場家住宅研究センター平成26年度研究交流会

｢開智学枚のウチとソト｣

平成27年1JJ23日(金)名古越入学で研究交流

会｢開智学校のウチとソト｣が開催されましたo　研究

交流会では､斉藤金司松本市教育委員長による学

部松本に関する発表と､名117腿大学教授の吉川卓

治氏と酉揮泰彦氏による研究発表が行われましたo

(1)斉藤金司教育委員長｢学部松本へ-まちづく

りとしての人づくり｣

松本市が標揺する学都のJjS現のため､現在の状

況やこれからH指すべき姿を発表しましたo　また､

学部松本の源流は､開智学校にみえるとし､開封
J';I:校の子守教育や特殊教育の取り組みなどを節介

しました′｡

(2) 717Jll卓治氏｢学校の中を流れる時問一時関税

律はどう作られたのか-｣

旧開智学校所蔵の時間湖や学校日誌をもとに､

小学校に時計や休み時間といった｢時間｣の概念

がどうやって泣透していったのかの調査報告が行

われました｡

(3)西洋泰彦氏｢学

校建築のおもしろ

さ-擬洋風建築

を中心に-｣

旧開智学校校舎の建

築様式である｢擬洋風

建築｣について､その

魅力と特徴を調査した研

究報ILI,'･が行われましたo

(4)意見交換会

近代の学校は子ど

もの居場所となったの　　　斉藤金司教育委員長による発表の様子

か､学校と公比館はどのような営みを起源するもの

なのかといった問題提起が行われました｡

様々な観点から開智学校や松本を考える機会と

なり､非常にイ1-意義な研究交流会となりましたo

( ･屯'&-･文化11.才日日対PJl･';･':校校弁　一.j･':1'i:日　遠藤lF.教)
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松本の春､見つけた2015　月遅れのひな各り展

しJ.I)し

ひな祭りは､3月3日の上巳の節句に､女の子がいる

家で雛人形や桃の花を飾る行事です｡松本地方で

は､旧暦に近い､ひと月遅れた4月3日にひな祭りを行う

｢月遅れ｣の風習が残っています｡

松本で｢ひな｣といえば､かつては押絵雛のことを
さI1

いいました｡押絵雛とは､裂細工の半立体的なひな

人形です｡厚紙を布で包んで綿を入れ､貼りあわせ

て作ります｡奈良時代に中国から伝わったといわれ､

江戸時代には､各地で製作されていました｡

ここ松本地方では､江戸時代末期から押絵雛の製

作が始まったとされます｡松本藩主の戸田氏が武士の

家に製作をすすめたといわれ､押絵雛は松本で盛ん

につくられます｡江戸時代には､すでに松本の名産の

ひとつとされており､他の地方へも運ばれていました｡

明治時代になると大量生産されるようになり､女学校

で押絵雛作りを教えていたという記録も残っています｡

しかし､大量生産は､品質の低下を招きました｡また､

交通の発達によって現在ひろく飾られる雛人形(坐

離)が普及したことなどもあり､押絵雛は､次第に飾ら

しています｡今回は､その中からさまざまな種類の押絵

雛を中心としたひな人形を展示するとともに､押絵雛の

製作工程や製作道具を紹介します｡今では目にする

機会が少なくなってしまった押絵雛ですが､本展覧会

が押絵雛に親しむ機会となれば幸いです｡

また､月遅れのひな祭り当日である4月3日には､ご

来館された方に甘酒をふるまいます｡上巳の節句に

は､もとは桃の花びらを漬けたお酒｢桃花酒｣が飲ま

れていましたが､その代わりとして､子どもでも飲める

甘酒が飲まれるようになったといわれています｡今で

は､菱餅やひなあられと並んでひな祭りにかかせな

い品のひとつとなっています｡この機会にぜひご来場

ください｡

(松本市立博物館　学芸員/丸山和子)

会　期　3f13日(火ト4715日(H)

会　場　松本市~LJJ-.博物館.はが)資料館.屯丈

馬城東任't:

甘酒サーヒス
日　　時　4月3日(金)午前9時30分一

･X･なくなり次第終了

会　場　松本市立博物館.はかり資料館､屯丈

馬場家住宅

う　　　　eo263-48-3440

コーナー展｢歌会始と空穂｣

会　期　3J129日伯)まで

会　場　雅LLI空杷記念館'.ia一設駿示賓

料　金　油骨観覧料(大人3CK)∩.巾･-;･':生以卜.雛料)

｢松本の子どもの短歌･ 2014｣入賞作品展
会　期　31JlJlul ll.)-4日12日(E])

会　槻　雅111乍杷"Ll念柁会M-;5-.

料　金　簸芋･l(常設･コーナー矧土地`i;･'.'約号工糾

問介せ　甥蛇止念W.ほて

あとがき

lう　℡0263-32･0133

まる博deウオーキング～松本城三の丸から東町を歩く～　企画展｢思誠寮の青春日記一戦争が終わって-｣

rI)'民;,･':l'.-11と的物件か作-'た池川を片丁にIIJlぐ;･'l･l'.tlの　　会　期　3117ul l･.ト5り6日r Jく･批)
'El勺でIl三･さなか,l'城下町松4W)魅ノ)をIliJfLt比するZklE叫てす

u　時　3月22日(日)′l-･前9時30/J1-12時(,1､両決行)

会　場　松本市-I/-.博物飢iTJ-t松本市丸の内4蘇1i3･)

に艇:㌻縁. IIJHff地散策一.

定　11 20名(光4Y抑i)

料　金　2(泊IIJ(rT料代)

叫込みlljLほてに''t;uf一等で松本rl)- till.柚拘館へ

lう　　　　℡0263･33-1569

^十二ウィンドーギャラリー展｢松本民芸館の魅力｣

会　Jg7　4日3E日金ト5日81日余)

会　場　八卜二親行サテライトギャラリー

問介せ　松本比芸鈍まで

lら　　　　eO263･64･3900

｢福寿草まつり｣期間中､来館者に化石プレゼント

会　期　3月14日(しい3月24日l火)t会期Ill軽恥

全　域　Elq官TL化lll柑('llj;llX;1Yi30皐IL)

料　金]'TB骨組号工削り(人300ll丁.小;;::'L:_以下15()rJJ)

聞介せ　川'lLT化tJ'純まで

rlJl^)には､多くの艇史的建造物があり､硯Il三博物館として公開してい

るのはごく一対;です｡多くの組物は､今でもJJi舗や作'tとして使川さ

れ､生泊に溶け込んでいます二,ふだんは'Jiづかない鮭史的な地物も､

腿示を通して醐介していきたいと思いますニ　　　　　　　　(H.1日

4

会　城1日制l':.;等/;･':柁HLl./古館lFrfキ1サト

料　金.Qt:杓t'iiruiiL勾引よ.;射:;･'.'紬官主利)

問介せ　Hl別高等学托.三亡念館まで

～ 5　　　℡0263･36･0969

時計ネジ巻き見学会

H　時　3月21口( l･_)122HlmT.前8時30分-9時30分

会　域　松本rl)-時.汁博物館Ii;I;[設娘示1ミ(1･2附)

定　11 20人

料　金　jrB骨組官立料(大人300日､llJ学/1･-.以下150日I

Ill込み　-Ji前印し込みイく紫

lら　　　　℡0263-86･4710

春季企画展｢わが地区の逸品～神林地区の遺跡～｣

会　期　4月1)5rlt r･.)-6日281日l)

会　JA･考LIT-f･l/一物付;2附･AJh;加重示');i

刑　食　油常糾官立1:F･()こ人2fX)rll､FI];;-I:′卜以卜.担げい

IZlJ lナせ　せlIT'hIl一物館まで
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